
   

 
 

第１ 監査の種類 

財政援助団体等監査（出資団体監査） 

 

第２ 監査の対象 

公益財団法人名古屋産業振興公社 

（事務所所在地：千種区吹上二丁目 6番 3号） 

経済局 

 

第３ 監査の着眼点 

１ 会計経理は適正に行われているか 

２ 経費節減の取組は十分に行われているか 

３ 財産は適切に管理され有効に活用されているか 

４ 市の借入金の償還は計画的に行われているか 

５ 市の補助金は補助目的に沿って適正に執行されているか 

６ 市からの受託事務は適正に行われているか 

 

第４ 監査の実施内容 

１ 実施時期 

  令和 5年 6月 2日から令和 6年 3月27日まで 

２ 実施方法 

今回の監査は、名古屋市監査委員監査基準に基づき、主として令和 4年度（令

和 4年 4月 1日から令和 5年 3月31日まで）に執行された公益財団法人名古屋産

業振興公社（以下「振興公社」という。）の出納その他の事務について、書類等

突合などを試査により実施し、必要な事項については実査を実施した。なお、近

年、全国的にインターネットバンキングを利用した不正が発生していることを踏

まえ、その管理体制について重点的に監査を行った。 

また、振興公社に対する財政援助団体等監査に併せて、経済局所管の事務のう

ち、振興公社に対する事務の執行について、書類等突合などを試査により実施し

た。 

なお、監査にあたっては、監査法人に業務の一部を委託した。 



   

 
 

第５ 監査結果 

上記のとおり監査した限りにおいて、以下のとおり一部に指摘すべき事項が見

受けられた。 

経済局においては、振興公社に対し、今後の事業執行にあたり、該当する事項

の是正及び再発防止策を実施するよう通知し、その内容を確認する等必要な措置

を講じられたい。また、経済局において措置を講じた場合は、当該措置の内容を

通知されたい。 

 

１ 指摘                            

(1) インターネットバンキングの利用権限の設定について（支出事務） 

振興公社の支払事務においては、送金の手段として、金融機関のインターネ

ットバンキングを利用しており、その流れとしては、振込先の口座や支払金額

等の必要情報を登録（以下「振込登録」という。）し、入力内容の承認（以下

「振込承認」という。）を行うことで、自動的にデータが送信され、振込先へ

の送金が行われるものとなっている。 

振興公社のインターネットバンキングの利用状況を調査したところ、経理課

長及び担当者 3名に振込登録及び振込承認の両方の権限が付与されており、担

当者 3名それぞれが担当する部署に係る振込登録及び振込承認を一人で行って

いた。また、インターネットバンキングの利用権限について、明文化された規

程等がなかった。 

振込登録及び振込承認の両方の権限が一人に付与されていると、組織的なチ

ェックを経ずに振込を行うことができ、不正な振込を助長するおそれがあるた

め、経理課長に付与されている振込登録の権限及び担当者 3名に付与されてい

る振込承認の権限を削除されたい。また、今後も同様の状況とならないよう、

インターネットバンキングの利用権限について、規程等を定められたい。 

  



   

 
 

≪参考資料≫ 監査対象の概要 

１ 出資団体の概要 

・名 称：公益財団法人名古屋産業振興公社 

・所 在 地：千種区吹上二丁目 6番 3号 

・基 本 財 産： 2億 1,539万円（本市出えん額は 1億 2,000万円であり、出えん割合55.7％

（割合の表示未満の端数は四捨五入した。）） 

・主な事業内容：①産業の振興に関する調査及び研究、②産業技術に関する研究開発の促進及 

び普及啓発、③産業に関する人材の育成、④産業に関する相談及び情報提供、 

⑤見本市・展示会等の開催及びその促進、⑥産業振興施設の設置及び管理運

営、⑦産業技術関係団体の相互援助及び連携の促進等 

・職 員 数：93人（嘱託員54人を含む。） 

・機 構 図：次図のとおり 



   

 
 

機構図                     （令和 5年 3月31日現在） 
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２ 本市からの財政援助等（令和 4年度） 

(1) 補助金   28億 8,414万円（中小企業事業展開支援事業補助金、名古屋市産業振興事業補

助金及び中小企業ドローン活用事業創出支援補助金） 

(2) 指定管理料   5,684万円（名古屋市中小企業振興会館、名古屋市吹上駐車場及び名古屋 

市吹上中央帯駐車場） 

(3) 貸付金   7億 5,181万円（都市型工業団地 2号事業及び 3号事業貸付金） 

（注）万円未満の端数を切り捨てた。 

 

３ 事業状況（令和 4年度） 

(1) 公益目的事業  

先端技術研究開発推進事業、プラズマ技術産業応用支援事業、共同研究事業、研究開発促

進事業、新事業創出支援事業、普及啓発・情報提供事業、産業人材育成事業、工業技術情

報提供事業、経済交流・誘致促進事業、関係団体事務受託事業、産業振興施設の管理運営

等 

(2) 収益事業  

施設管理附帯事業、吹上及び吹上中央帯駐車場の管理運営 

 

  



   

 
 

４ 決算状況（令和 4年度） 

(1) 正味財産増減計算書（令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月31日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）千円未満の端数を切り捨てたため、内訳の計と合計が一致しない場合がある。 

  

金額

千円

Ⅰ　一般正味財産増減の部

1. 経常増減の部　

(1) 経常収益

基本財産運用益 339

受取賛助費 7,900

事業収益 426,627

受取補助金等 3,052,739

受託事業収益 4,809

指定管理事業収益 546,156

受取寄付金 9,911

雑収益 3,349

経常収益計 4,051,833

(2) 経常費用

事業費 4,020,836

管理費 17,977

経常費用計 4,038,813

当期経常増減額 13,019

2. 経常外増減の部

(1) 経常外収益

受取補助金 3,743

雑収益 9,211

経常外収益計 12,955

(2) 経常外費用

固定資産除却損 3,798

雑費 19

経常外費用計 3,817

当期経常外増減額 9,137

22,157

法人税、住民税及び事業税 1,030

当期一般正味財産増減額 21,127

一般正味財産期首残高 784,568

一般正味財産期末残高 805,695

Ⅱ　指定正味財産増減の部

受取補助金等 1,748

基本財産運用益 339

特定資産運用益 950

一般正味財産への振替額 △ 22,482

当期指定正味財産増減額 △ 19,445

指定正味財産期首残高 335,674

指定正味財産期末残高 316,229

Ⅲ　正味財産期末残高 1,121,924

税引前当期一般正味財産増減額

科目



   

 
 

(2) 貸借対照表（令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月31日） 

 

（注）千円未満の端数を切り捨てたため、内訳の計と合計が一致しない場合がある。 

金額 金額

千円 千円

Ⅰ　資産の部 Ⅱ　負債の部

1. 流動資産 1. 流動負債

現金預金 708,992 未払金 371,454

未収金 196,439 未払法人税等 1,030

前払費用 2,018 前受金 153,363

立替金 20,972
 1年内返済予定長期借
入金

48,486

貸倒引当金 △ 5,343 仮受金 4

流動資産合計 923,078 預り金 1,790

2. 固定資産 賞与引当金 26,849

(1) 基本財産 流動負債合計 602,979

投資有価証券 205,890 2. 固定負債

預金 9,500 長期借入金 703,331

基本財産合計 215,390 退職給付引当金 61,091

(2) 特定資産 預り保証金 33,548

退職給付引当資産 61,091 固定負債合計 797,970

減価償却引当資産 36,328  負債合計 1,400,949

運営強化積立資産 26,754 Ⅲ　正味財産の部

預り保証金積立資産 33,548 1. 指定正味財産

名古屋ﾋﾞｼﾞﾈｽｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ
資産取得・改良資金

134,302 地方公共団体補助金 5,920

見本市・展示会事業運
営積立資産

94,534 国庫補助金 383

建物 408 寄付金 309,924

建物附属設備 2,599 指定正味財産合計 316,229

什器備品 2,875 (215,390)

ソフトウェア 421 (100,839)

特定資産合計 392,864 2. 一般正味財産 805,695

(3) その他固定資産 (－)

建物 881,368 (197,385)

建物附属設備 5,323  正味財産合計 1,121,924

構築物 1,804

機械装置 0

車両運搬具 117

什器備品 1,412

ソフトウェア 711

長期前払費用 56,129

投資有価証券 44,673

その他固定資産合計 991,541

固定資産合計 1,599,795

資産合計 2,522,873 負債及び正味財産合計 2,522,873

科目 科目

（うち基本財産への充当額）

（うち特定資産への充当額）

（うち基本財産への充当額）

（うち特定資産への充当額）


